
東京 吹奏 楽 団 殿

推薦理由

]963年倉」立以来、30年の永き
にわた り演奏活動/~続 け、日本

の吹奏楽発展 に貢献されま した。
特に、定期演奏会における邦人
作品の演奏や、小 。中学校の生徒
を対象とした音楽鑑賞会活動は、
吹奏楽人口底辺の拡大に寄与 し、
広 く吹奏楽の発展 に貢献 した功
績は大きいものがあ ります。

推薦内容

]定 期演奏会は東京で毎年 ]～ 2回のペースで既 に45回。
その他、全国各地での一般演奏会。学校音楽鑑賞会は関東を中心に長野、新潟、福井の
各県に毎年の様 に巡回、 1年 に平均 100ス テージ。コロンビア、ミノルフォン、キング、
アポ ロン、 ビクター、ポ リドール、東芝 巨lllで レコー ド録音。その他、 NHK、 丁B
Sの T∨ 出演、 NHKFMの 録音、学校音楽教育用鑑賞教材の録画等。

2 定期演奏会等で30人以上の邦人作曲家の作品を紹介。

プロフィール

1963年 (昭 和38年 )、 故山本正人氏と東京芸術大学卒業の管 。打楽器奏者を中心に、我が
国で初のプロ吹奏楽団として倉」立されま した。

同年 11月 に第 1固定期演奏会を開催、以来、現在まで45回の定期演奏会を初め、特別演
奏会、放送、 レコー ド録音、全国各地の学校 における音楽鑑賞教室等の演奏活動を続け、
日本の吹奏楽発展 に貢献する。又、日本人作曲家 に吹奏楽作品の作曲を委嘱、定期演奏会
等で初演する等、邦人作品の紹介も積 lE1/的 に行なわれま した。

これ らの実績が認め られ、 1973年か ら80年まで文化庁の助成を受けま した。
1983年より汐澤安彦氏を常任指揮者に迎え、音楽大学を卒業 した優秀な実力を持つ トッ

プクラスの若手メンバーをそろえ、現在 日本を代表するプロ吹奏楽団として注目を集めて
います。

作曲部門 兼 田 敏 殿

推薦理由

兼田敏氏は、中学時代 (京都府立上京中学校 )よ り現在 に至るまで、
その長い期間に吹奏楽をこよな く愛 し、演奏を始めとし、作曲活動
に尽力 してこられた。 1967年 に、ヤマ八吹奏楽シリーズとして、財
団法人ヤマ八音楽振興会よ り発行 した、 15～ 20人編成および24～ 32
人編成用の lFm曲 は素晴 らしく、今日もなお多くの団体に演奏されて
います。以後、全日本吹奏楽コンクール課題曲を始め、多くの優れ
た作品は、日本国内ばか りでなく、外国でも出版され好評を博 して
います。現在の吹奏楽界の中堅メンバーの殆 どは、多かれ少なかれ、
兼田氏の指導によるところが大であ ります。

推薦内容

1964年、バン ドの為の楽章 「若人の歌Jが全 日本吹奏楽 コンクール課題曲として発表さ
れたのを皮切 りに、数多くのオ リジナル曲を意欲的に発表されています。代表曲として、
シンフォニ ックバン ドの為の序曲、シンフォニ ックバン ドの為のパ ッサカ リア、吹奏楽の
為の交響的瞬間、吹奏楽の為の交響的音頭、 日本民謡組曲 「わ らべうた」や、全 日本吹奏
楽 コンクール課題曲など、我が国の吹奏楽曲の代表的な レパー トリーを作 り上げてらつし
ゃいま した。

L~

-2-



プロフィール

1935年満州 (現在の中国東北部)生まれ。京都市堀川高等学校音楽科を経て、 1954年 に
東京芸術大学に入学されま した。在学中の、55年 にフルー ト、クラ リネ ット、ファコつ ト
のためのソナタJで第25回毎 日音楽コンクール室内楽部門第 2位に入賞。翌年の第26回毎
日音楽コンクール管弦楽部門に 「シンフォニアJに て、第 1位 に入賞をされま した。

その後も多くの佳作を生み、現在 |よ 、愛知県立芸術大学教授 として、作曲活動はもとよ
り、後進の指導にも大いに貢献されています。

研究部門 福 丼 ― 殿

推薦理由

福井―氏は、奈良教育大学教育学部及び同大学院助教授 として研

究及び、後進の指導に当たられています。以前より、吹奏楽や管楽

器 にP-3す る著書、論文、邦訳等を数多く発表されています。
その中で、開音楽之友社よ り出版されている 「金管楽器 とその歴

史Jは、優れた研究書を日本語にて広 く我が国の吹奏楽関係者に紹

介 し、音楽教育や管楽器研究に影響を与えた研究業績 として価値の

あるものです。

推薦内容

我が国の極少数の人達によって読まれていたにすぎ なか つた、ア ン ソニー ・ベ イ ンズ

(∧ 日thony Bal日 es,LONDON,]912～ )の研究論文"B「ass nst「 uFlnentithe―
|「 Hlsto「y and De∨ dorlFlnent(Lo∩ don,1976)"をチБttRし 、我か国吹 Z驀楽界に糸召

介を行いま した。翻訳 にあたつては、できるだけ平易でわか りやすい表現に努め られ、研

究者はもちろん演奏者、吹奏楽指導者、学生だけでな く-12の音楽愛好家にも楽 しめるよ

う配慮されています。専門書の翻訳は、語学だけでは無 く、多くの専門的な知識を必要と

するものであ り、氏の 日頃か らの研究が多いに活かされた、たいへん貴重な業績です。

プロフィール

1952年大阪生まれ、京都市立芸術学部音楽学部音楽学科を卒業後、アメ リカ合衆国へ留学、
ミシガン大学 (丁 he∪ 日i∨ e「 Sity of l・ /ichigan)大 学院修士課程をイ多了。現在、奈良
教育大学教育学部及び同大学院研究科の助教授。専攻・研究分野は、音楽行動、音楽教育
学、楽器学。主な著書、 Oll訳などに、「バン ド・デ ィレクターズ八ン ドフックJ(1986年 5月、
旭商事印刷部 )、 「金管楽器とその歴史J A Balnes著 (1991年 ll月 、音楽之友社)があ り
ます。

制作音口Fヨ 腕 佼 成 出版 社 殿

推薦理由

1979年、吹奏楽発展の為に、日本を代表する指揮者の一人である秋山和慶氏 (当 時、バ
ンクーバー交響楽団指揮者)によ り、「吹奏楽オ リジナルシリーズJ(ヒ P)全 8集の収録を
始めま した。以来、F.フ ェネルを始め様々な指揮者と東京佼成 ウイン ドオーケス トラで、
現在まで53枚にも及ぶ LP、 CDを 市Jtt。 その発売曲数は 300数十曲とな りま した。 日本
の吹奏楽界のみならず、アメ リカ、スイス、オランダ等 ヨーロッパにも多大な討響を与え
ています。また、吹奏楽の歴史読本や邦人作曲家の作品の発刊な ど吹奏楽界に与えた影響
。貢献は大きなものがあ ります。
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推薦内容

1992年 12月 現在、吹奏楽 C E153タ イ トル、楽譜 15タ イ トル、音楽書籍 フタイ トルにも及
ぶ出版を行 つています。 1992年度の活動としては、 4月 に東京現代音楽祭 「吹楽」ライブ
・アルバムを発売 し、 レコー ド芸術誌特選を受賞。また 10月 には吹奏楽ア レンジとしては
世界初の 「□―マ三部作」をC Elに て発売 しま した。

プロフィール

1966年 8月 に設立。 77年 4月音楽 レコー ド部門発足。 1979年、秋山和慶氏指揮によ り東
京佼成 ウイン ドオーケス トラ「 /1リ ジナルシ リーズ第 1集」の録音を開始。80年 に発売。 81

年には、グス К・コンタクター・シリーズ第 1集 「∧ リー ド&東京佼成 ウイン ドオーケス
トラ」を発売。以後、Rジ ェイガー、∧ ゲイフリエル、 Jノ 一ヽ ンズ、 Jノ ンヾクヘ ッド各
氏を招聘 しま した。34年、「フェネル・ ウイン ドアンサ ンフル・シリーズ」第 1集を発売。
87年 「フレデ ェリック・フェネル・シリーズJ第 1集を発売。88年東京佼成 ウイン ド/1-
ケス トラ・ヨーロッパツァーにて英国 。ロン ドンにて初の海外録音を行う。90年邦人作品
シリーズ第 ]集 「深層の祭Jを発売。91年「ヨー ロピアン・ウイ ン ド・サー クル」第 1集
「スパルタカスJ(指揮 :ヤ ン・デ =八一ン)発売。

啓蒙部門 鈴 木 竹 男 殿

推薦理由

鈴木竹男氏は、永年 に渡 り阪急少年音楽隊な らびに阪急吹奏楽団
の高成 とともに、主 に関西圏ではあるが、吹奏楽の演奏活動、指導
を通 じて非常に貢献されています。関西の吹奏楽の ビッグイベ ン ト
には、皆関わ つてお り大きな功績を残されて いま魂 また、バン ドジ
ャーナル、バン ドピープル等の専門誌にも永年執筆され、それ らを
通 じて全国の吹奏楽界にも大きな影響を与えています。文字通 り吹
奏楽界の重鎮として、その功績ははか りしれないものがあ ります。

推薦内容

1961年 に、西宮球場で 「100人の吹奏楽Jの名称で開催されたイベン トは、現在 「3000人
の吹奏楽」として全国に知れ渡る ビックイベン トに成長 しました。 62年には、「アマチュア
・ トップ・コンサー トコを宝塚大劇場にて開催、現在も続 くシ ョウ的な楽 しいコンサー ト
です。その他 にも、「日本万国博J「神戸ポー トピアJ「ユニバーシアー ド神戸大会J「大阪
花博」「ユニバーシアー ド本L幌大会J等の開会式、閉会式他多数のイベン ト、マーチングシ
ヨウの企画 。構成を行つています。 1990年 には、西宮氏芸術文化部門功労賞、92年 には、
西宮市民文化功労賞を受賞されています。

プロフィール

1923年 (大正 12年 )兵庫県西宮市生まれ、高ち、学び、勤務 し、現在もなお、在住 し続
ける生粋の 「宮 っ子Jです。氏の吹奏楽歴 は、甲陽中学校 に吹奏楽部に所属 したことか ら
始ま ります。関西学院大学在学中は、吹奏楽部が無か つたためグリークラブに所属 し、中
学校 OBバ ン ドを結成 しま した。戦後、母校 甲陽中学校 に勤務 し吹奏楽部を結成。47年 に
西宮市立今津中学校 に勤務、吹奏楽部を結成 し関西の トップバン ドに育てあげま した。57
年 には蜘阪急百貨店、阪急少年音楽隊 (阪急商業学園)設立 に伴 い、隊長 (学園長 )とな
り、60年 には阪急百貨店吹奏楽団倉」立、全 日本吹奏楽コンクール職場の部に初出場。

1」全 日本吹奏楽連盟名誉会員、日本マーチングバン ド指導者協会冨」会長、日本吹奏楽指
導者協会功労会員、関西吹奏楽指導者研究会会長、西宮市吹奏楽連盟会長など吹奏楽関係
役職も多数あ ります。著書として、「吹奏楽講座 J(音楽之友社 )、「吹奏楽指導全集 (同 朋社 )、

「八 ロー |バ ン ドの仲間たちJ(全音楽譜出III社 )他があ ります。
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